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特集
2024 年度の診療報酬改定によって身体拘束が減算の対象となりました。回復期リハ病棟では身体拘束最小化に向けて取り組

んではいるものの、日々のリハで患者さんの機能が改善するため転倒転落や自己抜去などの医療事故が起こりやすく、身体拘

束ゼロはむずかしい、という現場の声は根強いです。そこで本特集では身体拘束最小化に当たり、理想論に終始せず職場全体

としてどのように取り組めばよいのか解説するほか、実際の施設での取り組みも紹介します。本特集の目的は、読者が本特集

を読むことで身体拘束最小化への理解を深め、少しでもスムーズに身体拘束最小化に取り組めるようにすることです。
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